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プラングは Ironieを dierhetorische Ironie （レトリックのイロニー ）、
die sokratische Ironie （ソクラテスのイロニー 〉、 dietragische Ironie （悲
劇的イロニー 〉、 dieromantische Ironie （ロマン派のイロニー） の四つ
に分類している。(1~Die rhetorische Ironieは、 レトリックの問題であり、









































































August BOTTIGER 1760 1835) に対する Satireである。彼は1796年に、
『1796年4月ワイマル宮廷劇場上演の14の演劇におけるイフラント劇の発
展』 Entwicklungdes Ifflandischen Sρieles in vierzehn Darstellungen 







































































































Geschichte von Heymons Kindernと『美しし、マゲローネとプロヴァン
スのベーター伯の愛の物語』 Liebesgeschichteder schδnen Magelone 















































































TIECK, Ludwig: Tiecks Werke. Kritisch durchgesehene und erlauterte Ausgabe. 







また Dergestiιfelte Kater. Hrsg. von Helmut KREUZER. Stuttgart: Reclam 
Verlag 1980も第一稿に拠っているが、脚注が参考になった。
第二稿は、 LudτvigTieck’s Schrif注目1.Bd. 5. Berlin 1828. Nachdruck. Berlin; 
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これ以外にも Ironieに関して次の書物を参照した。
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なおニコライとは、ライプツィヒの出版業者 CarlAugust NICOLAIの
ことで、ベルリンで活躍した文筆家、出版業者の ChristophFriedrich 
NICOLAI (1733 1811）の息子にあたる。またダルベスは、 Joseph
Friedrich August DARBES (1747-1810）のことで、肖像画家、ベルリ
ン大学教授であった。 SpaBを［冗談」と訳したが、 SpaBに「楽しみ」
という意味もあることは、言うまでもない。
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